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市政だより 一 一 人 口 の 動 き

6月1日現在 前月比

人口計 66，209 + 41 

男 31，833+ 15 
女 34，376+ 26 

世帯数 19，160 + 28 
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お母さんの

真剣な顔
人工呼吸の指導を受ける

竹松幼稚園の育友会では7月10日、 消防署員の指導

で人工呼吸の講習を行いました。

今月3白には大川田町の浴槽に落ちた1設の幼児が

近所の主婦のけん命の人工呼吸で助かるなど、お母さ

んたちも人ごとではないと約100人が参加、真剣な表

情で講習を受けていま した。 なお、この講習は54年度

以降、現在まで約 2，000人の参加者を数えています。
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夏
の
交
通
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一
一

市

議

会

で

虚

払

廃

比

一

一
大
村
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
止
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
の
一

一
は
、
新
生
活
運
動
推
進
の
一
つ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
一

一
と
し
て
虚
礼
廃
止
に
つ
い
て
話
て
も
、
乙
の
趣
旨
を
ど
理
解
の
一

一
し
合
い
、
暑
中
見
舞
状
並
び
に
上
ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
一

一
年
賀
状
の
自
粛
を
申
し
合
せ
廃
願
い
い
た
し
ま
す
@
一

※
小
さ
な
親
切
で
心
が
か
よ
う

今
年
は
、
飲
酒
・
暴
走
運
転
に

よ
る
死
亡
事
故
や
子
供
と
老
人
の

事
故
が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す

本
格
的
な
夏
の
到
来
を
迎
え
、

夏
休
み
中
の
子
供
の
交
通
事
故
や

夏
に
多
い
飲
酒
・
過
労
・
暴
走
運

転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

特
に
子
供
た
ち
は
、
夏
休
み
を

迎
え
た
解
放
感
か
ら
、
お
も
い
き

り
戸
外
で
遊
ぶ
時
間
が
多
く
な
り

日
ご
ろ
の
交
通
の
き
ま
り
を
忘
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。

一
方
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
帰
省
や
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レ
ジ
ャ
ー
の
機
会
も
多
く
、
暑
さ

か
ら
く
る
疲
労
な
ど
に
よ
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
気
の
ゆ
る

み
か
ら
事
故
を
起
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

% 

そ
乙
で
次
の
四
項
目
を
重
点
に

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
休
み
中
の
子
供
の

交
通
事
故
防
止

マ
子
供
を
路
上
で
遊
ば
せ
な
い
。

特
に
自
転
車
の
使
用
は
注
意
し

て。

マ
道
路
へ
の
飛
び
出
し
は
危
な
い

乙
と
を
教
え
る
。

マ
ド
ラ
イ
バ
ー
は
子
供
を
見
た
ら

徐
行
・
停
止
を
守
る
。

マ
子
供
を
夕
方
遅
く
ま
で
遊
ば
せ

な
い
。

一
飲
酒
・
過
労
運
転
に

一
よ
る
交
通
事
故
防
止

マ
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な

ら
飲
ま
な
い
、
乗
る
人
に
は
飲

ま
せ
な
い
、
を
家
庭
か
ら
実
行

す
る
。

マ
体
力
・
運
転
能
力
を
十
分
に
考

え
て
無
理
な
運
転
を
し
な
い
。

マ
運
転
中
に
眠
け
を
も
よ
お
し
た

ら
迷
わ
ず
休
息
を
と
る
。

暴
走
族
追
放
の
推
進

マ
暴
走
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
見
に
行
か
な
い
、
を
励
行

す
る
o

v暴
走
族
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら

一一

O
番。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推

進
マ
シ

l
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

し
、
安
全
運
転
に
つ
と
め
る
。

(
死
亡
事
故
の
七
割
が
防
げ
ま

す
。
)

マ
同
乗
者
も
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
す
る
。

マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
自
分
を
守
る
手

段
で
す
。
二
輪
車
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
、
そ
し
て
ラ
イ
ト
を

点
灯
す
る
。
〈

夏
場
は
暴
走
族
の
横
行
が
目
立

っ
て
き
ま
す
。
家
庭
か
ら
暴
走
族

を
出
さ
な
い
よ
う
子
供
た
ち
の
行

動
に
注
意
を
は
ら
い
、
地
域
ぐ
る

み
で
暴
走
族
の
追
放
と
交
通
安
全

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

(
生
活
環
境
課
)
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日
時
〔
肢
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〕
八
月
二
十
六
一

一

ま

す
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・
内
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〕
九
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十
一

一

身

体

障

害

者

の

自

立

更

正

を

六

日

一

-

一
図
る
た
め
、
自
動
車
の
操
作
訓

場
所
〔
筆
記
・
面
接
〕

喜
多
一

一
練
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
お

自
動
車
教
習
所
〔
適
正
〕
-

一
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込
み
下
さ
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県
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一
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対
象
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身
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障
害
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手
帳
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訓
練
実
施
期
間
九
月
中
旬

t
一

一
交
付
を
受
け
て
い
る
肢
体
障

来

年

三

月

ま

で

一

一
害
者
、

聴
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障
害
者
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内
部
※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま
一
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豊
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(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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※ 

下
水
道

青少年の
健全な育成を

住
み
よ
い
町
の
(
基
礎
づ
く
り

有害な環境をなくそう

る
乙
と
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
願

い
で
す
。

し
か
し
、
最
近
シ
ン
ナ
ー
乱
用

や
性
非
行
、

暴
定
族
、
万
引
き
、

自
転
車

・
自
動
車
盗
な
ど
の
非
行

が
ま
す
ま
す
増
え
て
お
り
、
一
方

ビ
ニ
ー
ル
本
や
ノ

l
パ
ン
喫
茶
な

ど
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
も
全
国

的
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
大

変
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
時
代
を
に
な
う
青
少
年
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ

一

古

文

書

な

ど

一

一

史

料

館

ヘ

ご

連

絡

を

一

一

史

料

館
で
は
古
い
時
代
の
か

替
え
や
大
掃
除
な
ど
の
と
き
見
一

一
き
物
を
収
集
し
、
次
の
時
代
に
つ
け
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一

報

一

一
引
継
ぐ
大

事

な

仕

事

を

し

て

い

下

さ

い

。

一

一
ま
す
。

史
料
は
史
料
館
に
集
め
ら
れ

一

一
昭
和
四
十
八
年
に
設
立
さ
れ
大
切
に
保
存
さ
れ
て
乙
そ
活
か
一

一
て
以
来
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
一

一
寄
贈
さ
れ
た
史
料
は

五

千

六

百

を

お

願

い

し

ま

す

。

-

一
点
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま

す

。

連

絡

先

市

立

史

料

館
(
武
部

一

一

皆
さ
ん
の
家
に
は
古
文
書
類

郷
三

二
三
、
宮
③

|
一
九
七
一

一
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
埋
も

れ

九

)

-
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
家
の
建

一

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
志
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

こ
の
よ
う
に
悪
質
多
様
化
す
る

少
年
非
行
を
防
ぐ
た
め
、
七
月
中

を
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全

国
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全
国
い

っ
せ
い
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
や
防
犯
協
会
で
は
、
関
係

機
関
、
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
せ
て

O
市
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚

O 

国

保

税

O
生
徒
非
行
の
防
止

O
暴
力
非
行
の
防
止

O
少
年
を
と
り
ま
く
有
害
環
境
の

浄
化

を
重
点
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
青
少
年
の
健
全
育

成
に
ど
協
力
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

く〉

O 

最
高
限
度
額
を
お
万
円
に

国
民
健
鹿
保
険
税
は
目
的
税
で

す
。
一
般
に
目
的
税
は
、
そ
の
受

益
と
応
能
の
関
連
で
一
定
の
限
度

額
が
設
け
ら
れ
る
の
が
通
例
で
、

国
保
税
も
課
税
最
高
限
度
額
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
限
度
額
は
、
五
十
五
年
度

が
二
十
四
万
円
(
年
間
)
で
し
た

が、

被
保
険
者
の
所
得
や
医
療
費

の
上
昇
な
ど
を
考
慮
し
て
、

被
保

険
者
聞
の
負
担
の
公
平
を
期
す
る

た
め
(
限
度
額
を
低
く
定
め
る
乙

と
は
高
額
所
得
者
を
不
当
に
有
利

に
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
と
考
え

ま
す
)
ま
た
、

保
険
財
政
の
健
全

維
持
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
も
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
五
十
六
年
度
は
二
十
六
万
円

に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
六
年
度
の
国
保
税
は
、
被

保
険
者

一
人
当
り
平
均
で
約
三
万

二
千
七
百
円
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
七
月
か
ら
八
期
に
分
け
て
翌

年
の
二
月
ま
で
納
め
て
い
た
だ
く

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

国
保
税
も
毎
年
上
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
医
療
費
の
支
出
に

つ
い

て
も
五
十
五
年
度
で
一
人
当
り
平

均
九
万
六
千
七
百
円
と
上
昇
し
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
健
康
に

は
一

層
注
意
さ
れ
、
明
る
い
家
庭

生
活
を
な
さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

保
険
税
は
納
期
内
に
完
納
さ
れ
ま

す
よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

(保
険
年
金
課
)

一

楽

し

い

夏

休

み

一

一
浄
ぷ
へ
也
が

;
7

一

一
夏
休
み
も
も
う
真
近
か
。

本

@

野
岳
湖
キ
ャ

ン
プ
場
に
新
し
一

一
格
的
な
海

・
山
の
シ
ー
ズ

ン

で

い

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
オ
ー
プ
ン
一

一
す
。

事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休

ノ

一

一
み
を
過
ご
し

ま

し

ょ

う

。

こ

れ
ま
で
三
棟
あ
り
ま
し
た
一

一
@
海
聞

き

バ

ン

ガ

ロ
ー
は
、
今
年
か
ら
一

一

松

原

海
水
港
場
が
十
七
日
、

「

あ

さ
も
や
」
「
う
る
お
い
」
-

一
三
浦
海
水
浴
場
が
十
八
日
で

す

の

二

棟
を
増
設
し
、
五
棟
に
な

一

り
ま
す
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
-

一
な
お
、
三
浦
海
水
浴
場
入
口
に

使
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

一
は
パ
ス

の
臨
時
停
留
所
を
設
置

@
バ
ン
ガ
ロ
ー
(
十
五
人
用
)
一

一
し
ま
す
。

海
水
浴
場
開
設
期
間

宿
泊
・
:
:三
千

円

一

-
は
ど
ち
ら
も
八
月
二
十

三
日

休
憩

千

五

百

円

一

'

(
日
)
ま
で
で
す
。

一
言
よ
事
誕
《
者

R
2
1語

新
築
の
二
棟
は
十
七
日
か
ら
一

山
市門
遡

盛

閥

輔

誠

君

臨

受

付
け
と
使
用
を
開
始
し
ま
一

一
十障

協

繍

4

一

新

髄

す

。

一

一

睡

証

明
園
田
露
盤

司

副

@

貸

テ

ン

ト
(
四
人
用
)
七
百
一

-
・
・
圃
陣
;
園
周
司
繭
闘
闘

zi醤

円

一

一

・

・

均

一

ゐ

一
幽

聞

随

@

貸

毛

布

百

円

-

---F園
開

第一

・
聞
幽圃

※
キ
ャ
ン
プ
場
の
お
問
い
合
せ
一

一

・

圃

墨

田

開
制
喧

掴

繍

申
込
み
は
商
工
観
光
課
ま
た
一

沼
幽
・
回
・
・
彊
掴
a
E
R器

は
野
岳
湖
セ
ン

ト
ラ
ル
ロ
ッ
一

一
飴

・

圃

圃

闘

闘

幽

醸

胤

ジ

(曾
⑤

|
八
二
五
四
)
へ
一



(~) りおおむ市政だより昭和56年 7月15日
IIIIOIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIn 

水
資
源
対
策
室
を
設
置

長
期
的
な
展
望
で
研
究
、

市
は
、
将
来
人
口
(
昭
和
七
十

五
年
)
を
十
万
人
と
推
定
し
、
そ

れ
に
対
応
す
石
た
め
長
期
的
な
展

望
に
立
っ
た
水
資
漉
開
発
が
必
要

で
あ
り
、
企
画
部
に
六
月
二

十
四
日
「
水
資
額
対
策
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
・

本
市
の
上
水
道
は
現
在
水

痕
は
地
下
水
九
四
郷
、
表
流

水
六
Mm
と
、
ほ
と
ん
ど
地
下

水
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。
取

水
量
は
一
日
最
大
二
万
八
千

六
百
ト
ン
で
、
六
万
五
千
人
に
給

水
す
る
量
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

地
下
水
は
、
水
量
水
質
の
低
下
傾

向
と
か
ん
養
量
の
減
に
よ
り
、
水

※ 

調
査

不
足
は
年
々
ひ
っ
迫
し
水
事
情
が

悪
化
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
長
崎
国
際
空
港
の
発

展
と
九
州
横
断
自
動
車
道
の
開
通

な
ど
、
将
来
交
通
拠
点
都
市
と
し

て
聞
け
る
要
素
十
分
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
水
の
需
要
は
増
加
し

く〉

見
舞
金
制
度
が
発
足

ま
す
。そ

乙
で
水
資
源
対
策
と
し
て
は

既
存
の
溜
池
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
農
業
用
水
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
そ
の
改
良
に
よ
り
上

水
道
水
源
と
し
て
利
用
で
き
る
か

ま
た
、

表
流
水
を
ど
う
確
保
す
る

か
が
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
今
後

可
能
性
の
あ
る
郡
川
水
系
に
つ
い

て
治
山
利
水
な
ど
多
目
的
な
立
場

で
研
究
、
調
査
を
す
る
乙
と
に
し

て
い
ま
す
。

〈企
画
課
)

。

O 

地
域
活
動
な
ど
の
傷
害
に

市
は
、
地
域
活
動
な
ど
を
円
滑

に
進
め
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を

つ
く
る
た
め
に
、
地
域
活
動
な
ど

に
従
事
し
た
市
民
が
万
一
そ
の
活

動
中
に
傷
害
を
受
け
た
場
合
に
見

舞
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
、

七
月
一
日
以
降
に
傷
害
を
受
け
ら

れ
た
場
合
に
適
用
す
る
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

該
当
す
る
と
い
う
場
合
は
、

傷

害
を
受
け
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内

に
届
け
出
て
下
さ
い
。

な
お
、
他
の
法
律
、
条
例
な
ど

に
基
づ
い
て
補
償
金
を
受
け
た
場

合
は
、

原
則
と
し
て
支
給
し
ま
せ

ん。見
舞
金
の
対
象
者

①
町
内
会
、

自
治
会
そ
の
他
の
団
体
が
市
か

ら
依
頼
さ
れ
て
行
う
活
動
に
従

事
し
傷
害
を
受
け
た
人

②
①
に
準
じ
る
活
動
と
し
て
市
長

が
認
め
た
活
動
に
従
事
し
傷
害

を
受
け
た
人

見
舞
金
の
額

最
高
百
万
円

t
最

低
一
万
円
の
七
段
階
に
分
け
、

傷
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
総
務
課
へ

入
浴
サ
ー
ビ
ス

在
宅
の
重
度
障
害
者
も

市
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人

に
対
し
て
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
さ
ら
に

家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な

障
害
者
に
対
し
て
も
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
ま
す。

希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
時

毎
週
火
曜
、
金
曜

入
浴
施
設

特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
慈
恵
荘

(東
大
村
二
丁
目
)

対
象
者

。
市
内
に
居
住
す
る
在

宅
の
重
度
障
害
者
、
六
十
五
歳

く〉

三♀ら 詳 場 の に と 内 iとめた
浦担せし所で 集 な会今 流 、。 精
地霊 し く を 必 積 り長 年し決き 霊
区 fILま はど ず 地 、会 か ま め れ 流

足 す 次 利決 を 各 がらしらいし
舟 盟 。 号 用 め 設地実各 よ れ なが
津 孟 で 下ら け 区施 地 う た 大 近

歪 お さ れま ど 主 区 。場 村づ
日志 知 いたす と体町 所 湾 い
泊 古 をて

守 き

童 精霊流しは たし
るま

決められた場所へ
以
上
の
寝
た
き
り
老
人

。
家
庭
で
入
浴
で
き
な
い
人

。
入
浴
可
能
な
健
康
状
態
の
人

料

金

無

料

そ
の
他

。
施
設
の
リ
フ
ト
付
パ

ス
で
移
送
し
ま
す
。

。
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合

は
家
族
か
介
護
者
が
付
添
う
こ

ん」。

※
詳
し
く
は
保
護
課
へ

O 

O 

一
ヘ

J

国
民
健
康
保
険
年
度
か
ら
八
期
に
改
め
ま
し
た
一

一
一
税
の
納
付
に
つ
い
の
で
、
納
付
書
を
前
期
〈
一
期
-

一

一

に

て

は

、

皆

さ

ん

の

t
四
期
)
と
後
期
(
五
期

t
八
一

一
一
期
ど
理
解
さ
協
力
期
)
の
二
固
に
分
け
て
発
送
し
一

一一

8
を

い

た

だ

き

あ

り

ま

す

。

一

一

一

ら

が

と

う

ご

ざ

い

ま

な

布

、

後

期

の

納

付

書
は
五
一

一

件

か

す

。

期

の

納

付

月

(

十

一

月

)

に

発

一

一
納

S
R

七
月
か
ら
保
険
送
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
一

一

の

手

税

の

納

期

に

入

り

ど

了

承

下

さ

い

。

一

一
闘
参
ま
し
た
。
納
期
は
ま
た
、
八
期
ま
で
全
納
さ
れ
一

副
，
一
昨
年
度
ま
で
は
六
る
方
は
、
税
務
課
ま
で
そ

一

寸

」

期

で

し

た

が

、

本

ど

連

絡

下

さ

い

。

一

空
力
ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ

鈴
団
地
区

1
ド
下

大
村
地
区
市
役
所
よ

乙
埋
立
地

西
大
村
地
区
下
水
道

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

竹
松
地
区

富
の
原
海

山芹

福
重
地
区

郡
川
河
口

松
原
地
区
九
電
二
号

埋
立
地

萱
瀬
地
区

原
、
田
下

黒
木

(生
活
環
噴
課
)



※ 

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
じ
よ
う

昭和58年 7月15日
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注
射
と
検
診

-3歳
児
健
康
診
査

対
象
昭
和
五
十
三

a

年

一
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
昭

りおおむ

8月の日曜当番医

市政だより(5) 

和
五
十
二
年
七
月

t
十
二
月
生

ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を
受

け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し
て

下
さ
い
@

日
時
七
月
二
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分

t十
時

午
後

一
時

t
一
時
三
十
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

一
階
大
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
・

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

-
妊
婦
と
割
引
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、

し

つ
け
の
面
で
、
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

(
生
活
環
境
課
)

8月の妊婦 と 乳 幼 児 の 健 康 相 談 日 程

日 l 時 間 場 所 対 象

4[930~1…大村保健所 !生 カ且で由

13:30-15:00 松原出張所妊婦と乳幼児

10111 11=ii:目 |廿松出張所 1乳幼児

11¥叩 -10:00 大 村 保 健 所 |生後ト7ヵ月までの乳児

181 9:30-10:00 1大村保健所 |生後川 以 上 の 乳 児

午前9時~午後8時

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

診療時間

一
般
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
、
健
康
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
.

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

※
今
月
の
妊
婦
教
室
は
市
役
所
で

行
い
ま
す
。

(生
活
環
境
課
)

日程
nモ
廿 |

13:00 -16:0o 
般健康 相 談 |

室 (第1回)I 

室 (第2回)! 

室 (第3回)i 

室(第4回)I 

談

教

教

教

相

婦

婦

婦

婦

[す[竺竺竺¥:
I 19 I乳幼児相談 |妊

I 26レ / 一寸 妊

康健月 の

内
9: 00-11: 00 

妊 婦相 談

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結
果

五
月
二
十
五
日

t
六
月
五
日
ま

で
実
施
し
ま
し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
の
結
果
は
、
六
月
三
十
日
ま
で

に
通
知
が
届
か
な
か
っ
た
人
は
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

(生
活
環
境
課
)

市内24神社合同半年に一度の大敵い

第2目的ω 夏越まつO
ザ 7月31日(台前夜祭 8月1日(合 2日(土)本祭

〆弘常五五、踊ろう/唄おう/おおむらのJ~\ .' 
.務総離感

教

日|診療科目 | 病医院名 |所在地 |電話 |

外 科 松尾外科東本町2-3331

琴 尾 医院西三城町2-2056 

外 ・内科 原 医 院 宮1小丁路目

内 科 松井医 院久 原郷
16 

整形外科 貞松整形外科武部郷

内・産婦人科
23 

牟田整形外科 古2丁町目整形外 科

内・消化器科南野消内化器科科西三城町3-3731 
30 

牧山医院幹首外・内 科 5-7831 



(6) 

ス

ポ

i
ツ

り

五
十
歳
代
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
、

六
年
連
続
優
勝
と
い
う
輝
や
か
し

い
成
積
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

(
体
育
課
)

おおむ

-
体
力
づ
く
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

-
郡
市
対
抗
相
撲
大
会

市政だより

七
月
二
十
六
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
市
民
体
育
館

種
居
一
般
男
女
、
マ
マ
さ
ん
、

初
心
者
男
女
、
高
校
男
女
、
中

学
男
女
(
学
年
別
な
し
)
で
全

種
目
ダ
ブ
ル
ス

試
合
球
一
般
男
女
・
マ
マ
さ
ん

高
校
男
女
は
水
鳥
球
、
そ
の
他

は
公
認
合
成
球

参
加
費
一
般
・
マ
マ
さ
ん
・
高

校
生
日
五
百
円
、
初
心
者
H

三

百
円
、
中
学
生
H

百
円

申
込
方
法
七
月
二

a

十
三
日
ま
で

に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
(
市
役

所
内
、
中
島
泰
二
あ
て
)
へ

(
体
育
課
)

日
時

昭和56年 7月15日
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-
全
九
州
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
で
中
島
さ
ん

6
連
勝

六
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の

両
日
、
沖
縄
県
那
覇
市
で
開
催
さ

れ
た
全
九
州
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
中
島

泰
二
さ
ん
(
木
場
二
丁
目
)
は
、

県
下
郡
市
対
抗
相
撲
大
会
が
、

国
体
の
予
選
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
県
下
各
地
の
高
校
、
青
年

教
員
、
一
般
の
選
手
で
競
技
が
行

わ
れ
ま
す
。

日
時
七
月
二
十
六
日
(
日
)

場
所
大
村
市
農
協
相
撲
場

(
体
育
課
)

-
勤
労
青
少
年
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会

八
月
五
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

場

所

パ

l
ル
レ

l
ン
大
村

出
場
資
格
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
し
て
い
る
三
十
歳
未
満
の

勤
労
青
少
年

チ
ー
ム
編
成
一
チ
!
ム
五
人
、

混
成
の
場
合
は
女
子
が
三
人
以

上
い
る
乙
と

参
加
費
一
チ
l
ム
五
百
円

申
込
方
法
七
月
二
十
五
日
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
で
勤
労
青

少
年
ホ

l
ム
へ

※
詳
し
く
は
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

(
曾
③
l
一
三
五
三
)
へ

日
時

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録

名
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初
の

居
住
者
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

一
兵
士
が
反
逆
者
と
し
て
手
足

使
節
を
乗
せ
た
サ
ン
チ
て
コ
を
切
り
と
ら
れ
、
三
、
四
人
の

号
は
喜
望
峰
通
過
後
十
七
臼
目
黒
人
土
隷
と
共
に
移
り
住
み
ま

に
、
セ
ン
ト
・
へ
レ
ナ
島
に
到
し
た
。
以
来
、
同
島
に
寄
港
し

着
し
ま
し
た
。
大
西
洋
上
に
浮
た
船
が
、
彼
ら
の
た
め
に
羊
な

か
ぶ
潤
囲
七
・
八
マ
イ
ル
(
約
ど
の
家
畜
、
多
く
の
植
物
の
種

十
二
キ
ロ
)
の
こ
の
島
は
、
乙
子
な
ど
を
残
し
て
い
き
ま
し
た

れ
よ
り
約
二
百
五
十
年
後
に
、
そ
れ
は
、
島
の
土
地
の
肥
沃
さ

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
島
流
し
に
な
っ
に
ま
か
せ
て
繁
殖
し
、
数
々
の

た
所
と
し
て
有
名
で
す
が
、
一
果
樹
、
山
羊
、
野
豚
、
野
鶏
な

五
O
二
年
に
は
、
既
に
ボ
ル
ト
ど
で
満
ち
あ
ふ
れ
、
と
く
に
何

ガ
ル
人
航
海
士
に
よ
勺
て
発
見
に
も
増
し
て
清
水
が
、
島
の
こ

さ
れ
、
セ
ン
ト
・
へ
レ
ナ
と
命
こ
か
し
こ
に
泉
と
な
っ
て
湧
き

君主二二

A
M

一
一
一
一
一
一

切
汁
守
伝
一
一

ン

ノ

/

0
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島

で
の
休
息

大西洋上に浮ぶ

セント・へレナ島

※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

⑬ 

出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て

乙
の
島
は
、
船
旅
に
疲
れ
果
て

た
人
々
に
と
っ
て
、
さ
な
が
ら

地
上
の
楽
園
と
し
て
し
た
し
ま

れ
て
い
た
の
で
す
。

少
年
達
は
、
こ
の
島
に
十
一

日
間
滞
在
し
ま
し
た
。
香
料
の

ど
ぎ
つ
い
臭
い
が
充
満
す
る
船

内
、
腐
り
か
か
っ
た
飲
料
水
、

連
日
の
保
存
食
の
メ
ニ
ュ
ー
、

乙
れ
ら
の
悪
条
件
か
ら
解
放
さ

れ
た
少
年
達
の
喜
び
は
、
い
か

ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
彼

ら
は
毎
日
セ
ン
ト
・
へ
レ
ナ
の

礼
拝
堂
で
ミ
サ
を
聴
き
、
そ
れ

以
外
の
余
眠
は
、
ほ
と
ん
ど
魚

釣
り
に
興
じ
ま
し
た
。
釣
り
糸

に
は
驚
く
ほ
ど
多
く
の
魚
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。

同
行
者
の
日
本
人
修
道
士
ロ

ヨ
ラ
は
、
こ
の
島
の
出
発
に
先

立
ち
次
の
よ
う
な
日
本
文
を
書

き
、
聖
堂
の
壁
に
貼
り
つ
け
た

と
い
わ
れ
ま
す
。

我
ら
日
本
国
、
豊
後
の
屋

ド
ン

7

ン
シ
ヨ

形
の
使
者
伊
東
鈍
満
所
、

有
馬
の
屋
形
と
大
村
践
の

ミ

ゲ

使
者
千
々
石
鈍
弥
解
ル
、

マ
ル
チ
ノ

並
び
に
原
鈍
丸
知
野
、
中

ヨ
ユ
リ
ア
ン

浦
鈍
寿
里
安
、
一
行
去
ル

五
月
二
十
七
日
よ
り
、
乙

の
甘
美
な
る
絶
海
の
孤
島

に
滞
在
し
、
楽
し
き
日
々

を
過
ご
せ
り
、

主
な
る
デ
ウ
ス
、
我
ら
に

残
り
少
き
海
路
の
平
安
を

よ
み嘉

し
給
い
、
我
ら
を
無
事

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
ス
パ
ニ

ヤ
を
経
て
、
永
遠
の
都
ロ

ー
マ
へ
送
り
給
わ
ん
こ
と

を
。
ア
i
メ
ン

乙
の
一
文
に
よ
っ
て
、
セ
ン

ト
・
へ
レ
ナ
島
で
の
十
一
日
間

の
休
息
が
、
い
か
に
少
年
達
に

ひ
と
と
き

と
っ
て
楽
し
い
一
時
で
あ
っ
た

か
が
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

六
月
六
日
、
尽
き
せ
ぬ
名
残

り
を
惜
し
み
な
が
ら
、
サ
ン
チ

て
コ
号
は
、
目
前
に
せ
ま
っ
た

最
終
寄
港
地
リ
ス
ボ
ン
に
向
け

て
こ
の
島
を
あ
と
に
し
ま
し
た
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み

も

よ

お

し

-
文
化
庁
こ
ど
も
芸
術

劇
場

日
時
八
月
六
日
、
午
後

一
後
三

十
分
開
演

場

所

市

民

会

館

内
容

劇
団
東
少
出
演
、
児
童
劇

「
サ
ー
カ
ス
物
語
」
|
ゆ
れ
る

銀
時
計

l

対

象

小

学

三

年

t
六
年
生

入
場
料
無
料
(
入
場
整
理
券
を

各
学
校
で
希
望
者
に
配
布
)

主
催
文
化
庁
、
県
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課

へ

りおおむ

8月の定例相談毘

市政だより(7) 

市民相陵コーナー (広報公聴課〉 で

すべて無料で行っています。お気軽に

ご相設下さい。

(6日， 10:00-15:00)談相権.人

巴コ

可
燃
物
と
不
燃
物
ば
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

-
同
和
問
題
講
演
会

八
月
一
日
(
土
〉

午
前
十
時

t
正
午

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

磯
村
英
一
先
生

(
東
洋
大
学
学
長
〉

潰
題
同
和
問
題
に
つ
い
て

主
催
長
崎
県
、
長
崎
県
教
育
委

員
会
、
大
村
市
、
大
村
市
教
育

委
員
会

日
時

講場
師所

-
夏
休
み
子
ど
も
映
画

会

日
時
・
場
所
七
月
二
十
四
日

。
午
前
十
時

t
正
午
|
|
|
コ
ミ

ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

。
午
後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十

03日， 9:30-12:00) 

04日， 9:30-12:00) 

09日， 10: 00-15; 00) 

(28日， 13: 00-16: 00) 

(25日， 10:00-15:00)

(26日， 10:00-15:00)

寄生
固尺

厳

.厚生・国民年金相談

.不 談

談

.交通事故相談

相

相

相

相産

政

記

動

律

.行

.萱

.法

分
l
l
|
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー

対

象

小

学
生
、
子
ど
も
会
、
父

兄
入

場

料

無

料

※
詳
し
く
は
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

l
(
雷
④
l
一
二
二
ハ
一
)
へ

-
大
村
子
ど
も
劇
場
映

画
会

日
時
七
月
二
十
三
日

〔
一
回
目
〕
午
前
十
時
三
十
分

〔
二
回
目
〕
午
後
二
時

場

所

市

民

会

館

内
容
「
先
生
の
つ
う
し
ん
ぼ
」

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」

※
詳
し
く
は
大
村
子
ど
も
劇
場
事

務
局
(
雷
@
l
七

O
六
三
)
へ

(社
会
教
育
課
)

募 5

集

-
大
村
ま
つ
り
の
出
演

団
体

十
一
月
三
日
に
開
催
予
定
の
大

村
ま
つ
り
の
出
演
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
芸
能
、
民
踊
、
舞
踊

仮
装
行
列
な
ど
出
演
を
希
望
さ
れ

る
団
体
は
お
由
・
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
限
七
月
三
十
日

申
込
先
商
工
会
議
所
ま
た
は
商

工
観
光
課
へ

※
出
演
に
つ
い
て
は
大
村
祭
協
賛

会
で
選
定
し
ま
す
。

-
第
幻
回
全
国
発
明
く

ふ
う
コ
ン
ク
ー
ル
作

ヨロEロ
創
意
に
満
ち
た
新
し
い
発
明
く

ふ
う
、
デ
ザ
イ
ン
を
ふ
る

っ
て
ど

応
募
下
さ
い
。

募
集
作
品
〔
一
般
部
門
〕
ま
だ

商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
発
明
、

考
案
、
意
匠

〔
特
別
部
門
〕

省
資
源
、
省

ェ
、
不
ル
ギ
ー
に
役

立
つ
発
明

応
募
期
限
七
月
二
十
二
日

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課

へ

-
心
身
障
害
者
雇
用
促

進
運
動
に
ち
な
む
標

語山
本
年
は
国
際
障
害
者
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
例
年
九
月
を
月
間
と

し
て
い
る
心
身
障
害
者
雇
用
促
進

運
動
を
一
層
充
実
す
る
た
め
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
下

さ
い
。

テ

l

マ

心

身
障
害
者
の
雇
用
の

促
進

応
募
方
法
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
官
製

ハ
ガ
キ
に
標
語
、
住
所

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

職

業
を
書
い
て
身
体
障
害
者
雇
用

促
進
協
会
(
東
京
都
港
区
虎
ノ 定

位
ら
れ
た
場
所
に

門
一
|
九
l
二
)
へ

賞

入

選

三

編
、
佳
作
十
編

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
、
副
賞
を
贈
る

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ

-
労
働
通
信
教
育

乙
の
講
座
は
、
労
働
問
題
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
か
ら
専
門
的

な
知
識
を
通
信
教
育
に
よ
り
習
得

す
る
講
座
で
す
。

期

間

九

月
か
ら
七
カ
月
間
、
月

一
回
テ
キ
ス

ト
を
配
本

内
容

基
本

コ
l
ス
(
受
講
料
八

千
七
百
円
)
と
労
働
法

・
労
働

管
理

コ
l
ス
な
ど
の
専
門

コ
ー

ス
(
受
講
料
九
千
円
)

申
込
期
限
八
月
十
五
日

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
県
労

政
福
祉
課
(
雷
長
崎
@
|一一
一四

八
三
)
ま
た
は
市
商
工
観
光
課

へ
-
何
ミ
リ
映
写
機
操
作

技
術
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

十
六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術
認

定
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。
終
了
者

に
は
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
技
術

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
乙

れ
が
あ
れ
ば
フ
ィ
ル
ム

、
映
写
機

を
無
料
で
使
え
ま
す
。

(
営
利
的

な
場
合
を
除
く
)

子
供
会
や
育
友
会
な
ど
の
活
動

に
大
変
効
果
的
で
す
。

日
時
七
月
二
十
六
日
、
午
前
九

時

t
午
後
四
時

場
所

定
員

受

講

料

無

料

申

込

先

受

講
希
望
者
は
電
話
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(
雷

④

|
一
一
一
一
六
一
)
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

四
十
人

一
農
業
用
井
戸
の
危
険
一

一

防

止

策

を

一

一

農
業
用
井
戸
が
市
内
に
散

一

一
在
し
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
一

一
子
供
の
遊
び
場
に
古
っ
て
い
一

一
た
り
、

雑
草
の
中
に
あ
っ
た
一

一
り
し
て
、
事
故
発
生
の
恐
れ
一

一
が
あ
り
危
険
で

す

。

一

一

井
戸
の
所
有
者
は
、
ふ
た
一

一
を
架
け
る
な
り
、
防
護
棚
を
一

一
設
置
す
る
な
ど
、
特
に
子
供
一

一
が
立
入
り
で
き
な
い
よ
う
な
一

一
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

一

(

農

林

水

産

課

)

一
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そ

の

他

-
精
霊
船
用
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
を
無
償
で
払

下
げ

払
下
げ
条
件
。
町
内
会
、
各
種

団
体
単
位
で
あ
る
こ
と
(
個
人

に
は
払
下
げ
な
い
)

。
精
霊
船
と
し
て
利
用
す
る
乙
と

申
込
期
限
七
月
三
十
一
日

申
込
先
生
活
環
境
課

※
申
請
書
は
生
活
環
境
課
、
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。

一
水
洗
化
で
快
適
な
生
活
を
/
一

一

下

水

道
の
処
理
開
始
か
ら
三

処

理

区
域
内
の
各
事
業
所
の
一

一
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

浄
化
槽
の
切
替
え
、
各
家
庭
で
一

の
排
水
、
水
洗
化
工
事
は、

施

一

ア

リ

問

、

，

設
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に

一

・

4
M引
B

、
.. 

一

，

a国
司
、

'
J
1・
可
¥
も
、
な
る
べ

く
早
自
に
行
い
し
一

-

/

U

N

阿

Ja団
司

ι、

ま
よ

う

。

…

一

4
M川
町
、

d
、

※
お
問
い
合
せ
は
下
水
道
業
務

一，
 

↑

/

降、

課
へ

-
戦
没
者
遺
族
の
実
態

を
調
査

市
内
の
戦
没
者
遺
族
の
う
ち

身
寄
り
の
な
い
戦
没
者
の
父
母

戦
没
者
な
ど
の
妻

(未
て
人
)
で

特
別
給
付
金
を
受
給
し
て
い
る
人

ま
た
、

そ
れ
に
該
当
す
る
人
や
最

近
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

の
実
態
調
査
を
し
て
い
ま
す
@

乙
の
調
査
は
、
昭
和
五
十
八
年

度
の
給
付
金
継
続
な
ど
に
そ
な
え

て
の
大
事
な
調
査
で
す
。
該
当
者

は
ど
連
絡
下
さ
い。

連
絡
先

戦
没
者
遺
族
相
談
員
の

中
村
稔
子
さ
ん

(
福
祉
セ
ン
タ

ー、

雷
③
|
六

O
一
O
)

-
長
崎
・
広
島
市
以
外

の
方
も
原
爆
死
没
者

名
簿
に
登
録

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ
日
本
専
売
公
社
大
村
出
張
所

一

H

ハ
イ
ラ
イ
ト
九
十
五
個

マ

-

マ
大
村
市
医
師
会
(
四
十
七
人
)

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

-

一

香

典

返

し

敬

称

略

八

十
五
万
円

マ

大

村
銀
行
協

マ
原
生
花
庖

(古
町

一
丁
目
)

出
口
定

(小
路
口
町
)
キ
ュ
ゥ

一

リ
漬
三

・
八
キ
ロ

、
キ
ュ
ウ
リ

一

会

(
六
行
)
三
十
万
円

マ
浦

慈
恵
荘

へ
花
束
五
束
マ
出
口

-

文

化

基

金

へ

一二
十
八
キ
ロ

、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
十

一

島
辰
明

(小
路
口
本
町
)
一

万

ウ
タ

(小
路
口
町
)
慈
恵
荘

へ

一

一

マ
井
原
勇
雄

(久
原
郷

・
亡

叔

五

キ
ロ

マ
盆
栽
愛
好
親
和
会

-

円

漬
物
十
キ

ロ
、
キ
ュ

ウ
リ
三
十

E

.

母
ハ

ル
ヲ
)
五
万
円

(

田

川

正
夫
ほ
か
三
人
)
植
木

一

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

六
キ
ロ

マ
玉
扇
会

(長
崎
市

せ
ん
定
患

手
入
れ
マ
藤
思

一

一

マ
生
島
キ
ク
ノ

(久
原
郷

・
亡

マ
パ

ー
ル

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

(

代

・

代

表
宮
崎
秀
門
)
慈
恵
荘
へ

会
(
藤
間
貴
久
鳳
ほ
か
十
五
人
)
一

一
夫
八
太
郎
)
五
万
円

表
森
川
一

弥
)
五
万
円

舞
踊
慰
問
マ
松
本
テ
フ

(皆

舞

踊
、
丸
ボ

l
ロ
百
個
、
菓
子

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ

同
郷
)
慈
恵
荘

へ
生
花
慰
問
、

十

八

袋

マ

高

原
生
花
居

(本

一

-

一
般

寄

付

敬

称

略

目

マ
横
田
肇

(
池
田
一
丁
目
)
金

タ

オ
ル
三
十
五
本

町

二

丁

目

)

パ

ラ
三
十
六
本

、

一

-

文

化

基

金

へ

一

封

清
和
国
へ

ユ
リ
三
本
、
ス

イ
カ一

個

一

原
爆
被
爆
者
で
亡
く
な
っ
た
方

を
永
久
に
慰
霊
す
る
た
め
、
長
崎

市
、
広
島
市
で
は
原
爆
殉
難
者
奉

安
所
を
設
置
し
ゃ
原
爆
死
没
者
名

簿
を
奉
安
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
両
市
外
の
方
も
登
録
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方

は
福
祉
課
で
申
請
し
て
下
さ
い
。

-
交
通
遺
児
育
成
資
金

を
貸
付
け

自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
亡
く

な
っ
た
児
童
、
保
護
者
が
重
度
の

後
遺
障
害
者
と
な
っ
た
児
童
が
、

す
こ
や
か
に
成
育
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
す
る
も
の
で
す

貸
付
期
間

中
学
校
卒
業
ま
で

利
子

無
利
子

※
詳
し
く
は
自
動
車
事
故
対
策
セ

ン
タ
!

(
雷
長
崎

@
l
八
八
五

一一一)

へ

(
福
祉
課
)

-
技
能
向
上
訓
練
「
ア

ル
ゴ
ン
溶
接
」

対
象
者

初
心
者
、
中
級
者

実
施
期
間
八
月
二
十
五
日

t
九

月
四
日

(
午
後
五
時
三
十
分

t

八
時
三
十
分
)

受
講
料

六
千
円

申
込
先
・
実
施
場
所

長
崎
長
能

開
発
セ
ン
タ
ー

(
諌
早
市
小
船

越
町
一
一
一
三
、

宮
諌
早
②
|

一一
三
一
二
三
)

申
込
締
切
八
月
十
八
日

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課

へ

f命記7月i固定資産税(掛の納期です)
磁護法制 ま国民健康保険税(1期〉

可鱒開v 納期 内 に 納 め ま し よ う ( ・・E 税 務 課 1 
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